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ガス軟窒化処理用

軟窒化鋼板

製品特長 製品技術 適用候補部品

・「圧延材＋浸炭窒化処理」 ・高温環境下での 

と同等の表面硬度 軟化抵抗に優れる

・「圧延材＋浸炭窒化処理」 ・熱処理による歪みが少なく、

に対し疲労強度に優れる 歪み除去、矯正工程が不要

・ガス軟窒化処理に適した鋼板

＋専用の熱処理プロセス

・熱処理時間の変更により

硬度分布のチューニング可能

・熱処理歪みを嫌う構造部品

・高温環境下で使用される部品 等

・板厚バリエーション 

t1.6mm ～ t3.2mm

※日本製鉄株式会社 共同開発材料
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熱延 440MPa

軟窒化専用鋼種

素材 成形

プ
レ
ス

浸炭処理
条件：○○℃×2h

軟窒化処理
条件：○○℃×2h

熱処理

焼入○○℃
油冷

なし

焼入

矯正プレス
歪み除去

なし

後工程

圧延材：浸炭窒化
圧延材：浸炭窒化＆熱負荷350℃×60分
軟窒化鋼板：ガス軟窒化（2h）
軟窒化鋼板：ガス軟窒化（2h）＆熱負荷350℃×60分
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・n = 9（各条件）
・平均値 ± 標準偏差 3σ

平面度：熱処理歪み変化量[mm]

熱
処
理
歪
み
変
化
量[m

m
]

0.350

0.300

0.250

0.200

0.150

0.100

0.050

0.000

-0.050
浸炭窒化 ガス軟窒化

自主開発試作可能量産

63%削減
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特許取得済


	スライド 1: ガス軟窒化処理用 軟窒化鋼板

